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広報りっとう

号号

今月の主な内容
・特集 広報と栗東のあゆみ
・市制施行20周年記念式典 市政功労者表彰式
・市の国民健康保険
・プレミアム付商品券
・りっとう再発見

身近な情報を市民目線でお伝えし、市民の皆さんの暮らしと
ともに歩み続けてきた広報りっとう。

これからも、タイムリーでわかりやすく、伝わる広報紙を目
指し、皆さんの笑顔や地域の輝きを届けていきます。これからも
応援よろしくお願いします！

広報りっとうは1000号を迎えました



金
勝
・
葉
山
・
治
田
・
大
宝
の
4
か

村
が
合
併
し
、栗
東
町
誕
生

「
栗
東
町
報
」と
し
て
広
報
紙
第
1
号

を
創
刊

名
神
高
速
道
路(

栗
東
ー
尼
崎
間)

開

通
、栗
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
業

東
京
オ
リ
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ピ
ッ
ク　

栗
東
を
聖
火
が
駆
け
抜
け
る

日
本
中
央
競
馬
会
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
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セ
ン
タ
ー
開
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人
口
3
万
人
突
破

役
場
新
庁
舎
完
成

第
26
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全
国
植
樹
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勝
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開
催

町
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憲
章
制
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国
民
体
育
大
会
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操
競
技
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術
競
技
開
催

人
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4
万
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突
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琵
琶
湖
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東
海
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本
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栗
東
駅
開
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生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
マ
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コ
ッ
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キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
決
定　

く
り
ち
ゃ
ん
初
登
場

人
口
5
万
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突
破

市
制
施
行
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月
1
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人
口
5
7
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1
6
人　

1
9
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5
7
世
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人
口
6
万
人
突
破

手
原
駅
に
栗
東
観
光
案
内
所
オ
ー
プ
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く
り
ち
ゃ
ん
が
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
決
定

台
風
第
18
号　
市
内
に
甚
大
な
被
害

市
公
式
F
a
c
e
b
o
o
k
の
運
用
開
始

Y
o
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T
u
b
e
「
り
っ
と
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
開
設

栗
東
市
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
竣
工

広
報
紙
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。「
広
報
り
っ
と
う
」
か
ら

「
う
ま
す
ぎ
る
栗
東
」
に

人
口
7
万
人
突
破

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

市
制
施
行
20
周
年

広報と栗東のあゆみ

▶
昭
和
29
年
10
月
25
日
号
『
栗
東
町
報
』

　
（
現
在
の
『
広
報
り
っ
と
う
』）創
刊
号

▶
昭
和
50
年

6
月
16
日
号
、

5
月
25
日
号

表
紙 

第
26
回

全
国
植
樹
祭

▶
昭
和
44
年
2
月
1
日
号　

　

栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
工
事
の
様
子

▶
昭
和
38
年
8
月
25
日
号　

　

名
神
高
速
道
路
建
設
の
様
子

昭
和
29
年

昭
和
38
年

昭
和
39
年

昭
和
44
年

昭
和
49
年

　

昭
和
50
年

昭
和
52
年

昭
和
56
年

昭
和
58
年

平
成‌

3
年

平
成‌

8
年

平
成

‌

13
年

平
成

‌

16
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

平
成
29
年

平
成
30
年

令
和
1
年

令
和
3
年

昭和 29 年に創刊されて以来、広報りっとうは今月号で 1000 号を迎えました。
年表と当時の広報紙の記事や表紙から、これまでの歴史と広報りっとうの歩みを振り返ります。

特
集 

広
報
と
栗
東
の
あ
ゆ
み
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金
勝
・
葉
山
・
治
田
・
大
宝
の
4
か

村
が
合
併
し
、栗
東
町
誕
生

「
栗
東
町
報
」と
し
て
広
報
紙
第
1
号

を
創
刊

名
神
高
速
道
路(

栗
東
ー
尼
崎
間)

開

通
、栗
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
業

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

栗
東
を
聖
火
が
駆
け
抜
け
る

日
本
中
央
競
馬
会
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

セ
ン
タ
ー
開
場

人
口
3
万
人
突
破

役
場
新
庁
舎
完
成

第
26
回
全
国
植
樹
祭
、金
勝
山
で
開
催

町
民
憲
章
制
定

国
民
体
育
大
会
体
操
競
技
、馬
術
競
技
開
催

人
口
4
万
人
突
破

JR
琵
琶
湖
線(

東
海
道
本
線)

栗
東
駅
開
業

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
決
定　

く
り
ち
ゃ
ん
初
登
場

人
口
5
万
人
突
破

市
制
施
行
10
月
1
日

人
口
5
7
0
1
6
人　

1
9
6
5
7
世
帯

人
口
6
万
人
突
破

手
原
駅
に
栗
東
観
光
案
内
所
オ
ー
プ
ン

く
り
ち
ゃ
ん
が
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
決
定

台
風
第
18
号　
市
内
に
甚
大
な
被
害

市
公
式
F
a
c
e
b
o
o
k
の
運
用
開
始

Y
o
u 

T
u
b
e
「
り
っ
と
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
開
設

栗
東
市
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
竣
工

広
報
紙
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。「
広
報
り
っ
と
う
」
か
ら

「
う
ま
す
ぎ
る
栗
東
」
に

人
口
7
万
人
突
破

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

市
制
施
行
20
周
年

▶
昭
和
56
年
10
月
1
日
号
表
紙　

び
わ
こ
国
体

▶
平
成
24
年
7
月
1
日
号
掲
載

　
手
原
駅
に
栗
東
観
光
案
内
所
オ
ー
プ
ン

▶
平
成
13
年
8
月
1
日
号 

表
紙　

▶
令
和
3
年
7
月
1
日
号　

表
紙　

特
集 

東
京
2
0
2
0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー

▶
令
和
3
年
10
月
1
日
号
表
紙　

　

木
村
敬
一
選
手
金
メ
ダ
ル
獲
得

▶
平
成
25
年
10
月
1
日
号 

表
紙

▶
平
成
3
年
6
月
1
日
号 

表
紙

　

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
決
定
の
記
事

昭
和
29
年

昭
和
38
年

昭
和
39
年

昭
和
44
年

昭
和
49
年

　

昭
和
50
年

昭
和
52
年

昭
和
56
年

昭
和
58
年

平
成‌

3
年

平
成‌

8
年

平
成

‌

13
年

平
成

‌

16
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

平
成
29
年

平
成
30
年

令
和
1
年

令
和
3
年

広報紙以外でも情報発信中！　
　広報りっとうは紙媒体だけでな
く、ス マ ホ や パ ソ コ ン か ら も 読 む
ことができるデジタル版もありま
す。また、本市の魅力を発信してい
るFacebook やYouTube チャン
ネルもぜひご覧ください！ Facebook

マチイロ

YouTube

特
集 

広
報
と
栗
東
の
あ
ゆ
み
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心をこめてダビングしています

メンバー自らが毎月、担当を決めて読み上げ、パソコンで編集し、
CD に収録しています。文字だけでなく、表やグラフの数字なども文
章化し、音声訳しています。正確にわかりやすく伝えることはもちろん、
聞く人がイメージしやすいように、写真の説明など意見を交わしなが
ら、聞き手のことを考え、工夫して読んでいます。

　ボランティアグループが作成した音訳
CD や点字広報紙を、ボランティア市民
活動センターが利用
者の一人ひとりへ毎
月上旬に届くように
発送しています。

　平成元年に結成。メンバーは現在 11 人。
視覚障がい者の生活に必要な情報を CD に
録音。対面音訳、リクエスト本、蔵書のデイ
ジー化など図書館を拠点に活動しています。

声で届ける情報とぬくもり
視覚障がいのある人にまちの情報を届けたい

栗東音訳グループ たんぽぽ

社会福祉法人 栗東市社会福祉協議会 
ボランティア市民活動センター
利用者へお届けしています

声と点字で伝える広報

ダビングボランティア さくら

プロフィール

プロフィール

プロフィール

声の広報の音声は、
ホームページから
聞くことができます

点訳グループ つくし
読む人に寄り添った伝わる広報を
　視覚に障がいがある人に少しでも情報を伝えられたらとの思い
で活動をしています。読む人が悩まないように、普段聞きなれて
いる言葉でも、辞書で調べて正確に訳しています。読者に伝わり
やすいように、情報の順番などを考えながら、わかりやすく、て
いねいな点訳を心がけています。

　昭和 61 年に結成し、メンバーは現在９人。
広報りっとう、議会だより、栗東ふくしのほか、
個人の依頼本の点訳・製本、月に一度の勉強会
を兼ねた例会を開催しています。

▶点字印刷は１冊30 分かかり、
厚さは３㎝にもなります。障が
い 福 祉 課 に 見 本 が あ り ま す の
で、ぜひご覧ください。

　栗東音訳グループたんぽぽが録音し
た CD をダビングし、ボランティアセ
ンターに届けています。ダビングした
ものは、図書館にも置いてあります。

平 成26 年 に 結 成。音 訳
グループが録音したCD
を利用者の人数分ダビ
ングしています。

　広報りっとう、議会だより、栗東ふくしの３広報紙を、社会福祉協議会、市内のボランティアグ
ループと連携して、点訳や音訳での発行もしています。障がいがある人にも、伝わる広報を届けたい。
そんな思いから、活動されているボランティア団体を紹介します。

特
集
広
報
と
栗
東
の
あ
ゆ
み
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市
の
広
報
紙
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
配
送
業
務
を

委
託
し
て
い
ま
す
。
印
刷
工
場

か
ら
大
き
な
ト
ラ
ッ
ク
で
届
け

ら
れ
た
広
報
紙
を
、
各
地
域
や

自
治
会
に
分
別
し
な
が
ら
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ

ん
と
職
員
が
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
降

ろ
し
ま
す
。
そ
の
後
、
担
当
地

域
別
の
配
送
車
に
積
み
込
み
ま

す
。
広
報
紙
だ
け
で
な
く
、
施

設
だ
よ
り
や
機
関
紙
な
ど
数
種

類
に
お
よ
ぶ
月
も
あ
り
ま
す
。

２
人
１
組
の
息
の
あ
っ
た
コ
ン

ビ
で
工
夫
し
な
が
ら
作
業
し
、

市
内

124
の
自
治
会
や
各
施
設
に

配
送
さ
れ
、
自
治
会
な
ど
を

通
じ
て
各
家
庭
に
届
け
ら
れ
ま

す
。

　
毎
月
の
広
報
紙
が
皆
さ
ん
の

手
元
に
届
け
ら
れ
る
背
景
に

は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
皆
さ
ん
の
細
や
か
で
心
強
い

支
え
が
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
毎
月
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
る
広
報
紙
を
、
誤
配
送
が

な
い
よ
う
に
、
雨
の
日
も
綺
麗
な
状

態
で
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
各
自
治

会
へ
大
切
に
届
け
て
い
ま
す
。
毎
月

配
布
し
て
い
る
と
、
地
域
の
人
と
の

つ
な
が
り
も
増
え
、
新
し
い
住
宅
地

や
季
節
の
風
景
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
を
維
持
し
な
が

ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
旬
の
情
報
を

届
け
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
の
新
鮮
な
情
報
を
届
け
る

広
報
紙
が

皆
さ
ん
に
届
く
ま
で

公益社団法人　栗東市シルバー人材センターの皆さん

公
益
社
団
法
人　

栗
東
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

公
益
社
団
法
人　

栗
東
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

冨
岡
昭あ

き

と

せ

十
七
さ
ん

▲息ピッタリの連携で積み込みを行います

▲地区別に束ねられた広報紙をトラック
からおろします

▲地区に間違いがないか、入念に
チェックします

▲本号から１台増の６台の配送車で
コミセンや自治会へ配布します

特
集
広
報
と
栗
東
の
あ
ゆ
み
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▲前半の部

市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
市
政
功
労
者
表
彰

　
３
月
21
日
、
延
期
と
な
っ
て
い
た
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式

典
「
市
政
功
労
者
表
彰
式
」
を
２
部
制
で
行
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
市
政
特
別
功
労
者
５
人
を
は
じ
め
、
各
方
面
で

市
の
発
展
・
振
興
に
貢
献
し
た
人
・
団
体
（
自
治
功
労
６
人
、

社
会
功
労
62
人
と
２
団
体
、
感
謝
状
13
団
体
）
に
表
彰
状
と

記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
カ
ッ
コ
内
は
、
功
績
の
あ
っ
た
主

な
活
動
分
野
ま
た
は
業
績
で
す
。
※
順
不
同
・
敬
称
略

特
別
功
労　

栗
東
市
商
工
会
の
理
事
・
会
長
、

県
商
工
会
連
合
会
会
長
、
国
民

保
護
協
議
会
委
員
、
防
災
会
議

委
員
、
バ
ス
対
策
地
域
協
議
会

会
長
、
自
治
会
長
な
ど
、
多
く

の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
多
岐
に

わ
た
る
分
野
で
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献
。

清
水
　
憲

議
会
議
員
・
議
長
を
は
じ
め
、
監

査
委
員
、
農
業
委
員
会
委
員
、
都

市
計
画
審
議
会
委
員
、
環
境
審
議

会
委
員
、
自
治
会
長
な
ど
多
く
の

要
職
を
歴
任
さ
れ
、
多
岐
に
わ
た

る
分
野
で
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
。

井
之
口
秀
行

平
成
13
年
に
町
政
発
展
と
生
活
文

化
向
上
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ

た
人
に
贈
る
栗
東
市
制
特
別
賞

（
農
林
業
分
野
）
を
受
賞
。
農
業

委
員
会
会
長
、
農
業
組
合
長
、
総

合
計
画
審
議
会
委
員
、
地
方
創
生

懇
談
会
委
員
な
ど
多
く
の
要
職
を

歴
任
さ
れ
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野

で
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
。

武
村
秀
夫

社
会
同
和
教
育
推
進
委
員
、
人
権

擁
護
審
議
会
委
員
、
人
権
擁
護

推
進
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
保
護

司
な
ど
、
多
く
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
、
人
権
分
野
で
の
振
興
発
展
に

寄
与
。
青
少
年
の
非
行
防
止
並
び

に
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
る
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
。

澤
絢
子

議
会
議
員
・
議
長
を
は
じ
め
、
生

活
環
境
保
全
推
進
員
と
し
て
生

活
環
境
の
確
保
と
保
全
に
尽
力
。

上
下
水
道
事
業
審
議
会
委
員
、
空

家
等
対
策
協
議
会
委
員
、
中
小
企

業
振
興
会
議
委
員
、
自
治
会
長
な

ど
多
く
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
多

岐
に
わ
た
る
分
野
で
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
。

髙
野
正
勝

問
秘
書
広
報
課
秘
書
係

☎
5
5
1
・
０
１
０
２
ＦＡＸ
5
5
3
・
１
２
８
０
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▲後半の部

自
治
行
政
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
、
功
績
顕
著
な
人

▽
林 

久(

農
業
委
員
会
委
員)

▽
駒
井 

英
祐(

農
業
委
員
会
委
員)

▽
中
井 

あ
け
み(

農
業
委
員
会
委
員)

▽
林 

悦
子(

農
業
委
員
会
委
員)

▽　
岡 

康
弘(

消
防
団
員)

▽
小
谷 

共
宏(

消
防
団
員)

自
治
功
労

社
会
功
労

市
の
公
益
増
進
に
寄
与
さ
れ
、
功
績
顕
著
な
人
・
団
体

▽
池
﨑 

忠
夫(

栗
東
市
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
審
議
会　

副
会
長
、
滋
賀
県
暴
力
団
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー
暴
追

モ
ニ
タ
ー)

▽
髙
田 

德
次(

大
宝
西
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
運
営
委
員
会
委
員
長)

▽
太
田 

珠
美(

障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
へ
の
相
談
支

援
専
門
員)

▽
畑
尾 
和
美(

介
護
認
定
審
査
会
委
員)

▽
小
林 
典
昭(

介
護
認
定
審
査
会
委
員)

▽
宮
﨑 
和
子(
介
護
認
定
審
査
会
委
員)

▽
駒
井 

浩
子(
介
護
相
談
員
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員)

▽
竹
嶋 

敬
三(

墓
地
公
園
管
理
委
員
会
委
員)

▽
青
木 

孝
之(

生
活
環
境
保
全
推
進
員)

▽
小
田 

豊(

農
業
組
合
長)

▽
小
森 

鐘
二(

栗
東
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
ガ
イ
ド

協
会
会
長)

▽
清
水 

憲(

栗
東
市
中
小
企
業
振
興
会
議
会
長)

▽
近
藤 

宏
一(

栗
東
市
中
小
企
業
振
興
会
議
副
会
長)

▽
田
中 

義
信(

栗
東
市
中
小
企
業
振
興
会
議
委
員)

▽
千
代 

絹
代(

草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
員)

▽
奥
村 

美
枝
子(

草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
員)

▽
竹
原 

幸
江(

草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
員)

▽
三
浦 

節
子(

草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
員)

▽
谷
口 

博
子(

草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
員)

▽
國
松 

富
夫(

草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
員)

▽
田
淵 

信
良(

草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
員)

▽
坂
口 

栄
子(

草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
員)

▽
三
浦 

康
雄(

上
下
水
道
事
業
審
議
会
委
員)

▽
畑 

和
憲(

学
校
医)

▽
黒
田 

元
吾(

社
会
教
育
委
員)

▽
奥
野 

初
惠(

社
会
教
育
委
員)

▽　
山 

邦
鋪(

社
会
教
育
委
員)

▽
森
野 

公
美
子(

美
術
展
実
行
委
員)

▽
細
見 

雄
一(

ス
ポ
ー
ツ
推
進
員)

▽
西
尾 

悅
子(

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
協
議
会
委
員

お
よ
び
会
長)

▽
吉
見 

静
子(

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
協
議
会
委
員)

▽
小
林 

孝
行(

栗
東
市
商
工
会
理
事)

▽
竹
中 

英(

栗
東
市
陸
上
競
技
協
会
常
任
理
事
、
栗

東
市
ロ
ー
ド
競
技
三
大
会
運
営
委
員)

▽
宮
城 

安
治(

栗
東
市
陸
上
競
技
協
会
理
事
長
お
よ

び
会
長)

▽
青
地 

勲(

栗
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
お
よ
び

副
会
長)

▽
髙
畑 

き
ぬ
江(

栗
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
お

よ
び
副
会
長)

▽
鈴
木 

元
彥(

栗
東
市
文
化
協
会
理
事
お
よ
び
副
会
長)

▽
中
井 

牧
造(

栗
東
市
文
化
協
会
副
会
長
お
よ
び
監
事)

▽
矢
野 

玉
江(

栗
東
市
文
化
協
会
会
計
お
よ
び
理
事)

▽
中
嶋 

三
好(

栗
東
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
監
事)

▽
吉
田 

進(

栗
東
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
監
事

お
よ
び
理
事)

▽
田
村 

由
美
子(

保
護
司)
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感
謝
状

　
市
政
の
振
興
に
功
績
が
顕
著
、
ま
た
は
公
益
の
た
め
、
多

額
の
寄
附
を
い
た
だ
い
た
団
体

▽
一
般
社
団
法
人
草
津
栗
東
医
師
会(

地
域
の
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
分
野
で
尽
力)

▽
一
般
社
団
法
人
草
津
栗
東
守
山
野
洲
歯
科
医
師
会(

地
域
の

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分
野
で
尽
力)

▽
一
般
社
団
法
人
び
わ
こ
薬
剤
師
会(

地
域
の
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
分
野
で
尽
力)

▽
社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済
生
会
滋
賀
県
病
院(

地
域
の
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
分
野
で
尽
力)

▽
株
式
会
社
平
和
堂(

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
会
場

の
提
供)

▽
公
益
財
団
法
人
河
本
文
教
福
祉
振
興
会(

児
童
・
生
徒
用
図

書
を
寄
贈)

▽
株
式
会
社
キ
ー
テ
ッ
ク
、株
式
会
社
ワ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ス
、

株
式
会
社
ブ
レ
ス(

学
校
教
室
エ
ア
コ
ン
外
付
け
ブ
レ
ス
空

気
触
媒
フ
ィ
ル
タ
を
寄
贈)

▽
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ(

栗
東
中
学
校
へ
マ

ス
ク
を
寄
贈)

▽
葉
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ(

教
育
用
備
品
を
寄
贈)

▽
日
本
中
央
競
馬
会(

多
額
の

寄
附)

▽
株
式
会
社
増
田
医
科
器
械
滋

賀
支
店(

防
護
服
を
寄
贈)

感
謝
状
を
贈
呈
済
み
の
団
体

▽
J
R
A
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

株
式
会
社
（
多
額
の
寄
附
）

▲パンフレット表紙作品表彰
栗東高校 美術部 小島結愛

▲被表彰者代表謝辞

▲社会功労表彰

▲感謝状

▲自治功労表彰

▽
奥
村
紀
代
子(

栗
東
地
区
更
生
保
護
女
性
会
副
会
長
お
よ

び
地
区
顧
問)

▽
黒
田
清
美(

民
生
委
員
・
児
童
委
員)

▽
谷
口
彰　

(

民
生
委
員
・
児
童
委
員)

▽
橋
本
佳
枝(

民
生
委
員
・
児
童
委
員)

▽
髙
野
由
紀
子(

民
生
委
員
・
児
童
委
員)

▽
鮫
島
和
子(

民
生
委
員
・
児
童
委
員)

▽
勝
瀬
み
ち
子(

民
生
委
員
・
児
童
委
員)

▽
髙
田
源
治(

民
生
委
員
・
児
童
委
員)

▽
髙
田
ひ
ろ
子(

民
生
委
員
・
児
童
委
員)

▽
富
永
健
二
郎(

民
生
委
員
・
児
童
委
員)

▽
大
堀
文
夫(

下
鈎
甲
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

▽
川
端
孝
雄(

下
鈎
甲
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

▽
川
端
た
く(

下
鈎
甲
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

▽
太
田　
一(

下
鈎
甲
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

▽
奥
村
春
治(

下
鈎
甲
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

▽
川
端
豊
子(

下
鈎
甲
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

▽
安
村
幸
子(

下
鈎
甲
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

▽
太
田
康
夫(

下
鈎
甲
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

▽
丸
橋
靖
子(

下
鈎
甲
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

▽
今
村
勇(
小
学
生
の
通
学
時
の
見
守
り
活
動)

▽
赤
と
ん
ぼ(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
地
域
福
祉
の
向
上)

▽
り
っ
と
う
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
会(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

よ
る
地
域
福
祉
の
向
上)
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市
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

市
政
特
別
功
労
者
お
よ
び
市

政
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

皆
さ
ま
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典

に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

２
度
の
延
期
を
経
て
、
去
る
３

月
21
日
に
開
催
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
規
模
の
縮
小
な

ど
は
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま

と
と
も
に
市
制
施
行
20
周
年
を

お
祝
い
で
き
ま
し
た
こ
と
を
大

変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

市
政
特
別
功
労
者
の
皆
さ
ま
に

は
市
政
の
多
岐
に
わ
た
る
分
野

で
、
市
政
功
労
者
の
皆
さ
ま
に

は
各
分
野
で
の
ご
活
躍
、
ご
尽

力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
と

「
安
心
な
元
気
都
市
栗
東
」
の
構

築
に
む
け
て
、
今
後
と
も
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
へ

うますぎる栗東大使の皆さんより、栗東市制
施行 20 周年のメッセージをいただきました。
2022 年も大使のさらなる活躍に注目です。

　市制施行 20 周年、誠におめでと
うございます。
　私は栗東で育ちましたので、この
20 年は感慨深いものがあります。
今も仕事の拠点として重要な場所の
栗東を、全国に発信していけるよう
頑張っていきますので、ご声援よろ
しくお願いします。

日本騎手クラブ 関西支部 武 豊 さん ( 日本騎手クラブ会長 )
　市制施行 20 周年を迎えら
れ、心よりお祝い申し上げます。
　私は人生のほとんどを栗東
で過ごし、栗東の恵まれた環境
を走ることが大好きです。こ
れからも、２年後のパラリン
ピックを目標に皆さんの元気
のために笑顔で走り続けます。

近藤 寛子 さん ( マラソン選手 )

　市制施行 20 周年おめでとう
ございます。私にとっての栗
東市はふるさとであり、いつ
も温かく迎えていただき、た
くさんのパワーをもらってい
ます。今後は金メダル以上の
大きな目標を見つけ頑張って
いきます。

木村 敬一 さん ( 競泳選手 )　

　市制施行 20 周年おめでとう
ございます。コロナ過がなか
なか収束せず、不自由されて
いると思いますが、近いうち
に平穏な日々が必ず戻ってく
るということを信じて、一緒
に栗東市を盛り上げていきま
しょう。

森田 まさのり さん ( 漫画家 )　

　市制施行 20 周年おめでとうござ
います。オリンピックでは温かい声
援をありがとうございました。私は
次のステージに向かい始動していま
す。そこでたくさん学び、経験を積
み、成長したいと思っています。そ
して、大使としてもっともっと栗東
をアピールできるよう頑張ります。

田代 佳奈美 さん ( バレーボール選手）

　市制施行 20 周年おめでとうござ
います。私は国内外における出品
の際には必ず「うますぎる栗東大
使の澤田」として紹介していただ
いています。

自身の力は小さなものですが、こ
れからも一緒に栗東市を盛り上げて
いきましょう。

澤田 真一 さん ( 陶芸作家 )
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■
令
和
4
年
度
国
民
健
康
保
険
税

税
率
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
賦
課

限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
未
就
学
児(
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
）

の
均
等
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

◎
均
等
割
・
平
等
割
の
軽
減

所
得
が
基
準
額
以
下
の
世
帯
は
、
左
表

の
よ
う
に
均
等
割
・
平
等
割
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

※太字が変更箇所

（注）太字の部分は、給与所得者等の数が 2 人以上のときのみ適用します

軽減区分 基準額（世帯主とその世帯に属する被保険者の総所
得金額の合計額）

7 割軽減 43 万円＋ 10 万円×（給与所得者等の数－ 1）（注）

5 割軽減 43 万円＋ 28.5 万円×被保険者数＋ 10 万円
×（給与所得者等の数－ 1）（注）

2 割軽減 43 万円＋ 52 万円×被保険者数＋ 10 万円
×（給与所得者等の数－ 1）（注）

る
世
帯
は
、
軽
減
後
の
均
等
割
額
の
2
分

の
1
を
減
額
し
ま
す

■
非
自
発
的
失
業
者
に
か
か
る
軽
減

倒
産
や
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
を
し
た

65
歳
未
満
の
人
は
、
国
保
税
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。

◦
対
象
者
…
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
を
受

け
て
い
る
人
で
、
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
の
離
職
理
由
コ
ー
ド
が
11
、
12
、

21
、
22
、
23
、
31
、
32
、
33
、
34
の
人

◦
軽
減
額
…
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０

分
の
30
と
し
て
所
得
割
の
算
定
や
均
等

割・平
等
割
の
軽
減
判
定
を
行
い
ま
す
。

◦
軽
減
期
間
…
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る

月
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
減
免

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
一
定
程
度
収
入
が
下
が
る
な
ど

し
た
世
帯
に
対
し
て
、
国
民
健
康
保
険
税

を
免
除
ま
た
は
減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
制
度
の
内
容
や
申
請
方
法
な
ど
に
つ

い
て
は
、
税
務
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

■
医
療
費
節
約
の
た
め
に

国
保
加
入
者
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減

し
、
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
安
定
し
た
国

保
運
営
が
維
持
で
き
る
よ
う
、
次
の
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

市
の
国
民
健
康
保
険
制
度

◦
健
康
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う

運
動
や
適
正
な
食
生
活
を
心
が
け
、
健

康
な
生
活
の
維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◦
年
１
回
特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

40
歳
以
上
か
ら
70
歳
の
保
険
者
の
人
を

対
象
に
特
定
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

（
対
象
者
に
は
5
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
）。

健
診
を
毎
年
受
診
す
る
こ
と
で
、
病
気
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
・
重
症
化
予
防
に

つ
な
が
り
ま
す
。

◦
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

病
歴
な
ど
を
把
握
し
て
い
る
か
か
り
つ

け
の
医
療
機
関
を
持
つ
こ
と
は
、
二
重
の

診
療
を
予
防
し
、減
薬
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◦
時
間
外
受
診
は
避
け
ま
し
ょ
う

時
間
外
に
受
診
す
る
と
、
時
間
外
手
数

料
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
緊
急
時
以
外
は
診

療
時
間
内
に
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

◦
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

を
活
用
し
ま
し
ょ
う

新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
と
同
様
の
有
効

成
分・効
能
で
、
新
薬
よ
り
低
価
格
で
す
。

医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
未
就
学
児
に
か
か
る
均
等
割
額
の
軽
減

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
令

和
4
年
度
分
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
未
就
学
児(

小
学
校
入
学
前
の

子
ど
も)

に
か
か
る
均
等
割
額
の
2
分
の

1
を
減
額
し
ま
す
。

※
7
・
5
・
2
割
の
軽
減
が
適
用
さ
れ

問【
国
保
制
度
や
資
格
】

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

☎
５
５
１・１
８
０
７

ＦＡＸ
５
５
３・０
２
５
０

【
国
保
税
の
課
税
】

税
務
課
市
民
税
係

☎
５
５
１・０
１
０
６

ＦＡＸ
５
５
１・２
０
１
０

区分 医療保険分 後期高齢者
支援金分 介護保険分

所得割 3 年度 6.20％ 2.25％ 1.77％
4 年度 5.70％ 2.25％ 1.77％

均等割 3 年度 25,400 円 10,100 円 11,100 円
4 年度 25,100 円 10,100 円 11,100 円

平等割 3 年度 18,200 円 7,500 円 5,800 円
4 年度 17,000 円 6,900 円 5,800 円

賦課
限度額

3 年度 630,000 円 190,000 円 170,000 円
4 年度 650,000 円 200,000 円 170,000 円
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
ま
し
ょ
う

　
総
合
窓
口
課
の
窓
口
で
は
、
写
真
撮
影

を
含
む
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
サ

ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
通
常
は
申
請
の
１
か
月
後
に
市
役
所
ま

で
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
に
来
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、次
の
方
法
に
よ
り
、

一
度
の
来
庁
で
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
郵
送
で
受
け

取
り
で
き
ま
す

　
申
請
者
本
人
が
総
合
窓
口
課
に
来
庁
し

て
本
人
確
認
や
申
請
手
続
き
を
行
い
、
後

日
郵
送
（
簡
易
書
留
）
で
カ
ー
ド
を
送
付

し
ま
す
。
手
続
き
で
き
る
の
は
、
申
請
者

本
人
と
な
り
ま
す
。
15
歳
未
満
の
人
が
申

請
す
る
場
合
は
、
法
定
代
理
人
と
一
緒
に

ご
来
庁
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
合
、
法
定
代

理
人
の
本
人
確
認
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
写
真
は
、
市
役
所
で
無
料

で
撮
影
し
ま
す
。

①
窓
口
に
本
人
が
来
庁

持
ち
物
【
顔
付
き
の
本
人
確
認
書
類
（
Ａ

書
類
）
と
通
知
カ
ー
ド
】

•

通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号
通
知
書

•

Ａ
書
類(

1
点)

顔
写
真
付
き
（
有
効

期
限
内
の
も
の
）
…
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
、
在
留
カ
ー
ド
な
ど

•

Ｂ
書
類(

2
点)

健
康
保
険
証
、
預
金
通

問
総
合
窓
口
課

☎
５
５
１・０
３
１
７

ＦＡＸ
５
５
３・０
２
５
０

メsogom
adoguchi@

city.ritto.lg.jp

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

日
時　
5
月
29
日
㈰

８
時
30
分
～
14
時
45
分

場
所　
市
役
所
１
階　
総
合
窓
口
課

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
申
請
か
ら
交

付
ま
で
１
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。
カ
ー

ド
の
準
備
が
で
き
次
第
「
交
付
通
知
書
」

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
本
人
が
受
け
取
り

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
当
日
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子

証
明
書
の
更
新
も
で
き
ま
す
。
更
新
手

続
き
の
際
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
暗
証
番
号
（
数
字
４
桁
）
と
署
名
用

電
子
証
明
書
の
暗
証
番
号
（
６
～
16
桁

の
英
数
字
）
を
確
認
し
ま
す
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
有
効
期
限
通
知
書
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◦
住
民
票
な
ど
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸

籍
証
明
等
を
窓
口
で
取
得
で
き
ま
す
。

併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
平
日
延
長
窓
口

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
開
庁
日

と
同
様
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

日
時　
5
月
11
日
㈬

17
時
15
分
～
19
時

帳
、介
護
保
険
証
、学
生
証
、母
子
手
帳
、

福
祉
医
療
費
受
給
券
（
マ
ル
福
）
な
ど

②
申
請
書
の
記
入

③
写
真
を
撮
影

④
１
か
月
程
度
で
ご
自
宅
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
が
簡
易
書
留
で
届
き
ま
す
の

で
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い

※
通
知
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
本
人
確
認
書
類

（
Ｂ
書
類
）
２
点
で
も
申
請
で
き
ま
す

※
通
知
カ
ー
ド
も
顔
付
き
の
本
人
確
認
書

類
（
Ａ
書
類
）
も
な
い
場
合
は
、
郵
送

で
受
け
取
る
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

写
真
撮
影
を
含
む
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す

取得できる証明書 手数料 取得できる証明書 手数料

住民票の写し 250 円 戸籍の附票 250 円

印鑑登録証明書 250 円 所得証明書 250 円

戸籍謄本・抄本 350 円 課税（非課税）
証明書 250 円

■マイナンバーカードのコンビニ交付なら市役所で発行する
よりも 100 円安く発行できます

◀ 申請に必要な写
真は市役所で撮
影できます

11 広報りっとう　2022. ５. １　No.1000



「
安
心
・
安
全
」
な
店
舗
づ
く
り
を

応
援
し
ま
す
！

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
取
り
組
む

　
滋
賀
県
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
抑
え
つ
つ
、会
食
を
通
じ
た
人
と
の
つ
な
が
り

の
確
保
な
ど
を
目
的
に
、感
染
対
策
に
取
り
組
む
飲

食
店
に
対
す
る
認
証
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、事
業
者
の
「
安
心
・
安
全
」な
店
舗

づ
く
り
を
応
援
す
る
こ
と
で
、市
民
の
安
心
・安
全

の
確
保
と
社
会
経
済
活
動
と
の
両
立
の
た
め
、「
み

ん
な
で
つ
く
る
滋
賀
県
安
心
・
安
全
店
舗
認
証
制

度
」を
受
け
、継
続
し
て
感
染
対
策
に
取
り
組
む
市

内
飲
食
店
に
対
し
支
援
金
を
給
付
し
ま
す
。

給
付
対
象

・認
証
制
度
に
基
づ
く
認
証
を
新
た
に
取
得
す
る
ま

た
は
既
に
取
得
し
て
い
る

・認
証
を
受
け
た
飲
食
店
を
市
内
に
有
す
る

・認
証
を
受
け
た
後
も
引
き
続
き
感
染
防
止
対
策
に

取
り
組
み
な
が
ら
営
業
を
継
続
す
る

給
付
金
額

１
店
舗
あ
た
り
一
律
３
万
円

※
市
内
に
複
数
の
店
舗
が
あ
る
場
合
は
店
舗
ご
と

に
給
付
し
ま
す

申
請
受
付
期
間

　
令
和
４
年
４
月
15
日
㈮
～
８
月
31
日
㈬
予
定

※
令
和
４
年
８
月
以
降
に
開
店
し
、認
証
を
受
け
た

店
舗
は
令
和
５
年
１
月
31
日
㈫
ま
で
申
請
を
受

け
付
け
ま
す

提
出
書
類

①
り
っ
と
う
市
内
飲
食
店
感
染
防
止
対
策
支
援
金

給
付
申
請
兼
請
求
書

②
誓
約
書
（
①
裏
面
）

③
食
品
衛
生
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
2
3
3
号
）

第
52
条
第
1
項
に
基
づ
く
営
業
許
可
書
（
写
し
）

④
認
証
制
度
に
基
づ
く
認
証
が
確
認
で
き
る
資
料

（
認
証
マ
ー
ク
掲
示
状
況
の
店
舗
写
真
な
ど
）

⑤
振
込
先
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の
（
通
帳
の
写

し
な
ど
）

※
①
、②
は
商
工
観
光
労
政
課
窓
口
ま
た
は
栗
東
市

商
工
会
窓
口
に
備
付
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

申
請
先

　
〒
5
2
0­–

3
0
4
7
栗
東
市
手
原
三
丁
目
１–

25

栗
東
市
商
工
会　

※
郵
送
ま
た
は
窓
口
で
受
付

問
商
工
観
光
労
政
課
商
工
振
興
係

☎ 

5
5
1
・0
2
3
6

ＦＡＸ 

5
5
1
・0
1
4
8

　本市では、新型コロナウイルス感染症による影響
から、元気な市内経済を取り戻すために栗東市商工
会とともにプレミアム付商品券を発行します。

りっとうプレミアム付商品券 2022
• 商品券内容
5,000 円 / 冊（500 円券× 12 枚＝ 6,000 円相当）
券種内訳：一般店専用券 6 枚、全店共通券 6 枚
• 販売対象者
市内に在住・在勤の人
• 購入申込期間・冊数
令和 4 年 4 月 28 日㈭～ 5 月 31 日㈫
22,500 冊発行
• 販売期間
令和 4 年 6 月 15 日㈬～ 6 月 24 日㈮
• 使用期間
令和 4 年 6 月 15 日㈬～ 9 月 30 日㈮
※令和４年度中に同様の事業を引き続き実施予定です。

詳細は市ホームページまたは商工会ホームページ
をご覧ください

取扱店舗募集について
　市内全域で商品券の取扱事業所を募集します。販
売促進、店舗・商品のＰＲの機会としてご参加くだ
さい。
　登録申請は令和 4 年 4 月 15 日㈮からです。

詳しくは商工会ホームページ（rittosci.com）を
ご覧いただくか、商工会まで問合せください。

「りっとうプレミアム付商品券 2022」の発行について

問商工観光労政課 商工振興係　
☎ 551-0236
FAX 551-0148

問栗東市商工会
☎ 552-0661
FAX 553-5263（担当：馬場、樋上）

商工会
ホームページ
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栗東 100 歳大学で得られること

栗東 100 歳大学　新入生募集！
65 歳を過ぎた！　さぁ 一歩踏み出そう

入学生募集
開講日時　
　基礎科目…６月９日～ 12 月８日（全 25 回）　

毎週木曜日 10:00 ～ 11:30
　専攻科目…各種講座の開催日
対象　大学で得たことを自分やまわりの人のため

に役立てようとする 65 歳以上の市民
場所　コミュニティセンター葉山東
定員　30 人 ※申込み先着順
参加費　前期 2,500 円、後期 2,500 円　計 5,000 円
申込み：６月１日㈬までに上記へ

開講直前公開講座
日時　５月 19 日㈭　10:00 ～ 11:30
演題　「創年活動がおもしろい」
講師　ＮＰＯ法人 全国生涯学習まちづくり協会
　顧問（会長）　福留 強さん
場所　レーク滋賀農業協同組合 栗東総合センター

多目的ホール（旧桃李館） 
対象　市民
定員　50 人  ※申込み先着順
参加費　無料
申込み　５月 16 日㈪までに上記へ

わくわくする
まなび

これからの
生き方を学ぶ

６科目 25 講座　総論・健康づくり・生きがいづくり・幸せづくり・福祉の現状・地域の現状

どきどき体験の
きずな

友達づくり

いきいきと
はたらく

活動や就労を通して
元気を維持

問長寿福祉課 地域支援係
　☎ 551―0198 FAX 551–0548

地域活動体験（地域で活動している各種団体の見学）、認知症キャラバン・メイト養成講座、その他、
基礎科目に関連した市内の各種講座などから選択して受講可。

福
原
快
俊
教
育
長
の
後
任
と
し

て
、
４
月
２
日
付
け
で
安
土
憲
彦

教
育
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

教
師
生
活
38
年
の
う
ち
32
年

間
、
栗
東
市
で
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
今
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い

た
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
感

謝
し
、
大
好
き
な
栗
東
の
た
め
、

未
来
に
向
か
っ
て
輝
け
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
本
市
の
教
育
活

動
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
熱
い
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
、
市
長
と
と
も
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

•

主
な
経
歴

　

栗
東
西
中
学
校
・
栗
東
中
学
校

教
頭
、
栗
東
中
学
校
校
長
な
ど
を

歴
任
。

安土 憲彦新教育長が就任
問
教
育
総
務
課 

庶
務
係

☎
５
５
１・０
1
２
９

ＦＡＸ
５
５
４・０
１
４
９

大臣表彰受賞おめでとうございます！

平
成
２
年
か
ら
現
在
ま
で
、

29
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し

て
、
平
成
29
年
か
ら
は
農
業
委

員
会
長
と
し
て
、
耕
作
放
棄
地

の
解
消
や
違
反
転
用
地
の
是
正

な
ど
、
農
地
の
適
正
利
用
に
向

け
、
精
力
的
に
推
進
。
違
反
転

用
者
に
対
面
で
、
是
正
指
導
を

行
う
こ
と
が
違
反
転
用
な
ど
の

抑
止
力
に
な
る
と
考
え
、
自
身

が
中
心
と
な
り
、
委
員
に
よ
る

聴
取
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
遊
休
農
地
所
有
者
に
戸
別

訪
問
に
よ
る
指
導
や
、
荒
廃
農

地
に
対
し
、
非
農
地
判
断
を
実

施
し
、
成
果
を
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。「皆

さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
の

お
か
げ
で
、
こ
の
よ
う
な
名
誉

な
賞
を
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て

い
ま
す
」

武
村 

秀
夫
さ
ん

農
林
水
産
大
臣
表
彰
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里
道
や
水
路
は
法
定
外
公
共
物
と
い

い
、
地
域
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
公
共
財

産
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
の
除
草
や
泥
上
げ
な
ど

の
日
常
管
理
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
個
人
や
法
人

が
無
断
で
独
占
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
敷
地
へ
の
乗
り
入

れ
に
必
要
な
橋
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て

は
、市
の
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
里
道
や
水
路
の
余
り
地
で
個
人
が
農
作

物
を
栽
培
す
る
な
ど
、
公
平
性
を
欠
く
行

為
に
つ
い
て
許
可
は
で
き
ま
せ
ん
。
無
断

使
用
は
、
直
ち
に
中
止
し
、
元
の
状
態
に

戻
し
て
く
だ
さ
い
。

　
本
市
で
は
、
里
道
・
水
路
の
管
理
や
必

要
な
規
制
な
ど
を
栗
東
市
法
定
外
公
共
物

管
理
条
例
で
定
め
て
い
ま
す
。
占
用
や
工

事
な
ど
の
行
為
に
対
す
る
許
可
に
つ
い
て

は
市
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
土
木
管
理
課 

管
理
・
用
地
係

☎
5
5
1

・

0
2
9
2

FAX
５
5
2

・

7
0
0
0

道
路

（
里
道
）
や
水
路
の

不
法
占
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

令
和
４
年
度

新
た
な
職
員
を
迎
え
ま
し
た

本
市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
27

人
の
職
員
（
行
政
職
員
17
人
、
保
健
師
１

人
、
保
育
園
・
幼
稚
園
教
諭
４
人
、
国

土
交
通
省 

近
畿
地
方
整
備
局
よ
り
１
人
、

県
教
育
委
員
会
よ
り
４
人
）
を
迎
え
ま
し

た
。新

た
な
職
員
を
迎
え
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
職
員
一

丸
と
な
っ
て
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
ち
で

日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■予約や接種に関する一般的な相談の問合せ
【栗東市新型コロナワクチン接種コールセンター】

☎ 554-6159　受付時間 9:00 ～ 17:00（平日のみ）
☎ 0570-059-550 （ナビダイヤル）
　受付時間 9:00 ～ 17:00（土・日・祝も対応）

■副反応などの専門的な相談
【滋賀県新型コロナワクチン専門相談窓口】

☎ 528-3588　受付時間　毎日 24 時間

新型コロナワクチン接種のお知らせ

問ワクチン接種推進室  
　☎ 554-6155 ＦＡＸ 554-6156　　

栗東市
新型コロナワクチン接種
予約専用サイト

医療機関で個別接種を希望する人は下
記のコードを読み取り、市ホームページ
をご覧ください。
■ 12 歳以上の人   ■５歳から 11 歳の人

■受診・相談センター
☎ 528-3621（毎日 24 時間）
ＦＡＸ 528-3638
メ coronasoudan@shigaken.net

■一般相談窓口
☎ 528-3637（毎日 8:30 ～ 17:15）
ＦＡＸ 528-3638
メ coronasoudan@shigaken.net

　12 歳から 17 歳の人の３回目接種を実施しています。
　４月中旬より２回目接種日から６か月を経過した対象者に接
種券を順次送付しています。アル・プラザ栗東（綣二丁目）で
の集団接種予約も可能になっていますので、接種を希望される
人は必ず予約の上、接種会場にお越しください。
　また、15 歳以下の人が接種する場合、保護者の同伴が必要
です。保護者が同伴できない場合、日頃からお子さんの健康状
態をよく知る成人（18 歳以上）が、保護者の委任状を持って
同伴することで、接種することが可能です。
　12 歳から 17 歳の人が接種できるワクチンはファイザー社
製ワクチンのみです。集団接種会場の予約はファイザー社製ワ
クチンしか予約できません。医療機関での個別接種や広域接種
会場で接種される場合はご注意ください。
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不用品買取りのはずが貴金属を買い取られた !!
＜事例＞ 「衣類やせとものなど何でもいいから売って
ほしい」と電話があり、来訪を承諾した。夫の背広や
食器を玄関まで運んだが、不要品には見向きもせず、「ア
クセサリーや貴金属はないか」と急かされ、慌てて母
の形見や夫からもらった指輪など貴金属を出した。合
計 1500 円の明細書とお金を渡され物品を持ち帰られ
た。後悔しているので返してほしい。
＜アドバイス＞買取業者が、事前に買取りを承諾して
いない物品を売るように要求したり、自宅を突然訪問し
て勧誘することは禁止されています。売るつもりのない
物品は見せず、売却を迫られてもきっぱり断りましょう。
必ず契約書を受け取り、物品の種類、買取り価格、業者
の名称、連絡先を確認しましょう。また、訪問を受ける
場合は、一人で対応せず、家族や近所の人に同席しても
らいましょう。クーリングオフできる場合があります。
困ったときは、消費生活相談窓口へご相談ください。

問自治振興課 消費生活相談窓口（相談無料）
9:15 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
☎ 551-0115 ＦＡＸ 551-0432（平日）
滋賀県消費生活センター（相談無料）
9:15～16:00 ☎0749-23-0999 （平日・土曜）

消 費 生 活 ア ド バ イ ス Next ! 栗東 っ子
子どもの主体性を大切にするために

大宝西幼稚園
私たちは、日々子どもの姿をよく見ること、

話を聞くことを大切にしています。
　子どもの思いや、何に興味をもっているかがわ
かるからです。子どもの興味・関心に応じて保育
環境を設定すると、子どもはそこからどんどん遊
びを広げていきます。「またしたい」「もっとこう
したい」と心を動かし、何度も繰り返し遊びを楽
しみます。失敗しても自分のイメージに近づけよ
うと粘り強く取り組み、その中で「こうしたらい
いんや！」とさまざまなことを発見し、自分の力
にしていきます。
　好きな遊びが園にあることで、園が子どもの居
場所になっていきま
す。好きな遊びがあ
り、自分の気持ちを
わかってくれる先生
がいる、そんな園づ
くりを私たちは目指
していきたいと思い
ます。

49

問幼児保育課 ☎ 551-0424 ＦＡＸ 551-0149

　
気
候
も
良
く
な
り
、
夏
に
向
け
て

「
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
よ

う
」
と
思
わ
れ
て
い
る
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
一
般
的
に
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
始
め
る
目
安
は
次
の
３
つ
で
す
。

・
ト
イ
レ
ま
で
自
分
で
歩
け
、
便
座

に
し
っ
か
り
座
れ
る

・
お
し
っ
こ
の
間
隔
が
２
時
間
く
ら

い
あ
く　

・
大
人
の
言
う
こ
と
が
あ
る
程
度
理

解
で
き
、「
は
い
」
や
「
い
や
」

な
ど
簡
単
な
受
け
答
え
が
で
き
る

　
成
長
に
は
個
人
差
が
あ
る
た
め
、

年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
、
子
ど
も
に
合

わ
せ
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ト
イ
レ
で
の
姿
は
、
食
事
や
衣
服

の
着
脱
な
ど
と
違
っ
て
、
あ
ま
り
目

に
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
日
頃
か

ら
大
人
が
ト
イ
レ
に
行
く
様
子
を
見

せ
た
り
、
絵
本
な
ど
で
興
味
を
持
た

せ
た
り
意
識
付
け
を
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
ト
イ
レ
の
中
を
明
る
く
清
潔

に
保
ち
、
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

壁
面
に
貼
る
な
ど
、
子
ど
も
が
ト
イ

レ
に
行
き
や
す
い
環
境
を
整
え
た

り
、
踏
ん
張
り
や
す
い
よ
う
に
足
場

を
作
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る
こ
と

も
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
の
コ

ツ
で
す
。

　
お
し
っ
こ
と
う
ん
ち
の
回
数
の
違

い
か
ら
、
う
ん
ち
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
後
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
で
き
る

だ
け
同
時
に
進
め
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル

ま
で
の
近
道
に
な
り
ま
す
。

　
途
中
で
う
ま
く
進
ま
な
く
な
っ
た

り
、
子
ど
も
が
嫌
が
っ
た
り
す
る
時

は
一
旦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
お
休
み

し
、
時
間
を
お
い
て
、
ま
た
新
た
な

気
持
ち
で
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
お
む
つ
が
取
れ
、
ト
イ
レ
で
排
泄

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
子
ど

も
の
「
自
分
で
で
き
た
！
」
と
い
う

自
己
肯
定
感
を
高
め
ま
す
。「
あ
せ

ら
ず
」「
ゆ
っ
く
り
」「
ほ
め
な
が
ら
」、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
進
め
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

はぐくみ
通 信

トイレ
トレーニング

問地域子育て包括支援センター
　☎ 551-2370 ＦＡＸ 551-2330
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幻
の
黄
檗
寺
院

▲萬年寺▲円光寺

臨
済
宗
・
曹
洞
宗
と
と
も
に
、
日
本
の
三
禅
宗
の
1
つ
に

数
え
ら
れ
る
黄
檗
宗
は
、
江
戸
時
代
前
期
、
中
国
か
ら
渡
っ

て
き
た
隠い

ん
げ
ん
り
ゅ
う
き

元
隆
琦
（
1
5
9
2
～
1
6
7
3
）
が
、
京
都
宇

治
に
黄
檗
山
萬
福
寺
を
建
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る
新
し
い
宗

派
で
す
。
隠
元
を
初
め
と
す
る
多
く
の
渡
来
僧
た
ち
に
よ
っ

て
、
当
時
の
最
新
の
中
国
文
化
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
黄
檗
宗

は
、
江
戸
時
代
の
人
々
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
し

た
。そ

の
よ
う
な
黄
檗
宗
は
、
天
台
宗
を
初
め
と
し
て
、
古

く
か
ら
仏
教
文
化
が
栄
え
た
歴
史
的
風
土
を
持
つ
近
江
に
も

も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
江
戸
時
代
前
期
の
近
江

に
は
、
戦
国
時
代
に
荒
廃
し
た
寺
院
が
多
く
、
黄
檗
僧
た
ち

は
、
こ
れ
ら
の
寺
院
の
堂
宇
や
寺
地
を
譲
り
受
け
、
黄
檗
寺

院
と
し
て
再
興
す
る
こ
と
で
、
黄
檗
宗
を
広
め
て
い
き
ま
し

た
。
現
在
、栗
東
市
内
に
は
、萬
年
寺（
小
野
）と
円
光
寺（
北

中
小
路
）
と
い
う
2
つ
の
黄
檗
寺
院
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
栗
東
市
域
に
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら

後
期
に
か
け
て
、
こ
の
２
つ
の
寺
以
外
に
も
、
さ
ら
に
2
つ
の

黄
檗
寺
院
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
坂
村
（
東

坂
）の
大
日
寺
と
、上か

ざ
ま
わ
り
む
ら

山
依
村（
御
園
の
一
部
）の
智
即
寺
で
す
。

こ
の
う
ち
大
日
寺
は
、
元
禄
5
年
（
1
6
9
2
）
に
東
坂

村
か
ら
黄
檗
宗
に
用
地
を
提
供
し
、宝
永
2
年
（
1
7
0
5
）

に
正
明
寺
（
蒲
生
郡
日
野
町
）
か
ら
開
山
を
招
い
て
開
か

れ
、
山
号
を
「
天
照
山
」
と
し
ま
し
た
。
村
内
の
阿
弥
陀
寺

の
本
尊
（
阿
弥
陀
如
来
立
像
）
は
、
そ
の
開
祖
・
隆

り
ゅ
う
ぎ
ょ
う
ほ
う
い
ん

堯
法
印

が
、
伊
勢
神
宮
で
天
照
大
神
か
ら
授
か
っ
た
と
す
る
伝
承

を
持
ち
、「
天
照
仏
」
と
称
さ
れ
て
信
仰
を
集
め
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
つ
け
ら
れ
た

山
号
・
寺
号
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
短
期
間
で
姿
を

消
し
た
ら
し
く
、
萬
福
寺
の
末
寺
を
ま
と
め
た
延
享
2
年

（
1
7
4
5
）
の
記
録
に
は
そ
の
名
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
智
即
寺
は
、
延
享
3
年
（
1
7
4
6
）
に
、
上

山
依
村
が
領
主
で
あ
る
膳
所
藩
に
願
い
出
て
、
村
内
の
字
智

即
寺
観
音
堂
に
、
円
光
寺
の
僧
・
自
徹
を
招
い
て
庵
を
建
立

し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
現
在
の
御
園
の
辻
越
地
区
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
早
く
も
宝
暦
3
年
（
1
7
5
3
）

に
は
無
住
と
な
っ
た
と
さ
れ
、
萬
年
寺
の
住
職
が
兼
務
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
山
城
国
（
京
都
府
）
か
ら

住
職
を
招
い
た
も
の
の
、
寛
政
12
年
（
1
8
0
0
）
に
は
、

住
職
が
大
萱
新
田
（
大
津
市
瀬
田
）
へ
の
移
転
を
願
い
出
ま

す
。
文
化
元
年
（
1
8
0
4
）
に
は
「
断
絶
」
し
た
智
即
寺

は
、安
政
6
年
（
1
8
5
9
）
に
は
「
無
住
」
の
寺
と
し
て
、

萬
年
寺
の
管
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
前
期
に
新
た
に
も
た
ら
さ
れ
た
黄
檗
宗
は
、
短

期
間
の
う
ち
に
人
々
の
心
を
つ
か
み
、
黄
檗
文
化
が
花
開
き

ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
歴
史
の
流
れ
の
中
で
姿
を
消
し

た
幻
の
黄
檗
寺
院
も
あ
っ
た
の
で
す
。

■
隠
元
禅
師
350
年
大
遠
諱
記
念
展
「
黄
檗
の
華
」

会
期
…
５
月
21
日
㈯
か
ら
７
月
３
日
㈰
ま
で

※
詳
細
は
お
知
ら
せ
版
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

179

り
っ
と
う
再
発
見

挨拶を　人より先に　自分から
～2021年度 21世紀スローガンコンテスト 優秀賞作品～

問
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館

☎
５
５
４
・
２
７
３
３ 

ＦＡＸ
５
５
４
・
２
７
５
５
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　なかないで　ぼくがいるよ　だいじょうぶ
～令和３年度人権啓発作品 標語の部 最優秀賞作品～

　栗東トレーニング・センターのある本市にちなんだ
「栗東ステークス」が、５月 15 日㈰に中京競馬場で
開催されます。（例年、京都競馬場での開催となって
いましたが、改築工事中のため昨年に引き続き中京競
馬場での開催となります。）

栗東ステークスは、ＧⅠやＧⅡといった重賞競走
に次ぐ、“リステッド競走”として格付けされており、
毎年実力馬たちが白熱のレースを繰り広げてきまし
た。

このリステッド競走は、基本的には競走馬の最上
位クラスである“オープンクラス”の競走馬たちが出
走します。このオープンクラスに属する競走馬はどの
くらいいるでしょうか？現在、中央競馬に登録のある
競走馬は約 7,900 頭で、その内の 9％の約 700 頭が
このクラスに属しています。（2022 年２月下旬時点）　

限られた高いレベルの競走馬たちが競い合う栗東
ステークスを皆さんもぜひご覧ください。

また、昨年はレース名に「栗東市制施行 20 周年記念」

の副題が付くなど、栗東市と栗東トレセンの深い
関係性を改めて認識する機会となりました。

これからも栗東トレセン所属の競走馬たちの
応援をよろしくお願いします。

問企業立地推進課 JRA 連携係
（協力：JRA 栗東トレーニング・センター）
 ☎ 551-0239　FAX 551-0148

栗東ステークスが開催されます

▲ 2021 年栗東ステークスゴール前写真
勝ち馬・メイショウオーパス号

（栗東・飯田祐史厩舎）

美味い！みごとな料理
上手い！たくみな技術
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。

びわほなみ

小麦の穂が実る季節になってきました。
本市の小麦作付は、米の次に作付面積が多く、また

今年産から従来の奨励品種「農林61号」から転換し
た「びわほなみ」が栽培されています。

名前の由来は、滋賀県を代表する琵琶湖と小麦の
穂が波打つほどに生育している様子が品種名に込めら
れています。温暖地西部向けの日本めん用小麦の品種
で、製粉性に優れ、モチモチとした滑らかなうどんな
どが作れます。

滋賀県では、既に本県産「びわほなみ」の小麦粉
「淡

あ み ん ち ゅ

海人」が日清製粉㈱により製造されていますが、
今年から栗東産小麦も同様に、本県産小麦粉として販
売される予定です。

道の駅アグリの郷栗東では、この「淡海人」を使用
したパンや菓子も製造販売されていますので、ぜひお
立ち寄りください。

問農林課 農政係
☎ 551-0124 ＦＡＸ 551-0148

▲農地一面に広がる小麦畑は、大宝神社の芭蕉の句
碑「へそむらのまだ麦青し春のくれ」の句の情景
を思い浮かばせます
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フォトニュース

栗
東
い
ち
じ
く
が
優
秀
賞
！

３
月
３
日
（
Ｊ
Ａ
レ
ー
ク
滋
賀

栗
東
総
合
セ
ン
タ
ー
）

令
和
３
年
度
滋
賀
県
果
樹
品
評

会
表
彰
の
伝
達
が
、
行
わ
れ
ま
し

た
。「

い
ち
じ
く
の
部
」
県
内
78
点
の

出
品
の
中
か
ら
、
谷
口
健
與
さ
ん

（
栗
東
い
ち
じ
く
生
産
組
合
）
の
い

ち
じ
く
が
最
高
位
で
あ
る
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
優
良

賞
に
は
、
佐
野
八
千
代
さ
ん
、
宮

城
定
右
衞
門
さ
ん
が
選
ば
れ
、
奨

励
賞
に
は
中
井
栄
緒
さ
ん
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

火
災
か
ら
文
化
財
を
守
る

3
月
25
日
（
下
戸
山
・
小
槻
大
社
）

重
要
文
化
財
で
あ
る
本
殿
の
放

水
設
備
が
改
修
さ
れ
、
試
験
放
水
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
設
さ
れ
た
の

は
、
ポ
ー
ル
式
自
動
首
振
り
放
水

銃
２
基
で
、
炎
を
検
知
す
る
と
自

動
放
水
が
始
ま
り
、
本
殿
を
水
幕

が
覆
い
、延
焼
を
防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、

簡
易
に
扱
え
る
消
火
栓
も
新
調
さ

れ
ま
し
た
。
宮
司
の
宇
野
日
出
生

さ
ん
は
「
文
化
財
を
守
る
た
め
、
設

置
が
実
現
し
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
。

今
後
も
し
っ
か
り
と
管
理
し
て
い

き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

未
来
に
向
か
っ
て

新
た
な
旅
立
ち
へ

3
月
下
旬
（
市
内
小
・
中
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
園
）

市
内
の
小
中
学
校
で
卒
業
式
が
、

幼
稚
園
・
保
育
園
で
は
卒
園
式
が

行
わ
れ
、
卒
業
生
・
卒
園
児
は
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
希
望
を
胸

に
、
未
来
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
各
校
園
で
は
、
校
長
・

園
長
か
ら
卒
業
証
書
・
修
了
証
書

を
渡
さ
れ
、
学
校
や
園
で
の
楽
し

い
生
活
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

（
写
真
は
治
田
保
育
園
）

懐
か
し
の
大
宝
村
が
再
現

3
月
24
日（
Ｊ
Ｒ
栗
東
駅
改
札
口
）

「
大
宝
村
ふ
る
さ
と
絵
図
」
の
パ

ネ
ル
が
栗
東
駅
の
改
札
横
壁
面
に

設
置
さ
れ
、
お
披
露
目
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
絵
図
は
、
大
宝
村
ふ
る
さ

と
絵
図
の
会
が
栗
東
高
校
美
術
科

生
徒
の
協
力
を
得
て
、
高
さ
1.8
メ

ー
ト
ル
、
横
3.6
メ
ー
ト
ル
の
屏
風

絵
に
昔
の
く
ら
し
の
風
景
が
再
現

さ
れ
た
も
の
で
す
。
農
作
業
を
す

る
人
々
や
昔
の
遊
び
な
ど
、
田
園

風
景
と
と
も
に
生
き
生
き
と
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。

栗東市の出来事をお伝えします！
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掲載以外のニュースとともに、
より多くの写真が、ご覧いただけます。

◀栗東市ホームページフォトニュース

大
学
で
の
学
び
を
地
域
へ

3
月
30
日
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
大
宝
東
）

７
月
６
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

栗
東

100
歳
大
学
第
５
期
生
の
卒
業

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
き
が
い

づ
く
り
や
、
趣
味
・
特
技
を
活
か

し
た
地
域
活
動
に
関
す
る
28
回
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
た
18
人

の
皆
さ
ん
が
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。

講
座
を
通
じ
て
出
会
っ
た
人
と

の
新
た
な
つ
な
が
り
が
で
き
、
卒

業
後
は
学
ん
だ
知
識
や
経
験
を
活

か
し
、
い
き
い
き
と
し
た
地
域
活

動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
功
労
者
な
ど
を

表
彰

3
月
26
日（
な
ご
や
か
セ
ン
タ
ー
）

社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
が
あ

っ
た
人
へ
の
表
彰
を
行
う
社
会
福

祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
栗
東
市
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
表
彰
と
し
て
社
会
福
祉
功

労
者
18
人
、
優
良
福
祉
団
体
３
団

体
、
社
会
福
祉
事
業
共
助
者
２
社

５
人
が
、
栗
東
市
共
同
募
金
委
員

会
会
長
表
彰
と
し
て
共
同
募
金
共

助
者
１
団
体
１
社
、
共
同
募
金
啓

発
ポ
ス
タ
ー
優
秀
者
７
人
の
皆
さ

ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ド
キ
ド
キ
、
わ
く
わ
く

今
日
か
ら
一
年
生
！

4
月
11
日
（
市
内
小
・
中
学
校
）

市
内
小
中
学
校
で
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
で
は

704
人
、

中
学
校
で
は

682
人
が
入
学
さ
れ
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
緊
張
の
表
情

を
見
せ
な
が
ら
も
、
担
任
の
先
生

に
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
大
き
な

声
で
元
気
い
っ
ぱ
い
返
事
を
し
ま

し
た
。  

（
写
真
は
葉
山
東
小
学
校
）

走
井
棚
田
が

つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
に
認
定

３
月
25
日
（
近
畿
農
政
局
滋
賀

県
拠
点
）

走
井
棚
田
で
の
田
植
え
、
稲
刈

り
体
験
、
収
穫
祭
な
ど
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
棚
田
の
振
興

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
、

「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
（
ポ
ス
ト
棚
田

百
選
）」
に
認
定
さ
れ
、
認
定
証
授

与
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

明
日
の
走
井
を
考
え
る
会
の
座
長 

宮
城
定
右
衞
門
さ
ん
は
「
周
辺
集
落

と
と
も
に
棚
田
を
守
っ
て
い
き
た

い
」
と
思
い
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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栗東市公式 SNSからも
　　最新情報を
　　　　発信しています！

広
告
欄

問合せ…秘書広報課　TEL551-0641　FAX553-1280

「広報りっとう」は市内約26000戸に毎月直接配布しています。
お店や、教室などのPRにお役立てください。

広報りっとうに
広告を出しませんか？

広告料(１号１枠)　本文 30,000 円　
　　　　　　 お知らせ版 20,000 円（制作料を含みます）
規格　縦 55mm× 横 85mm、モノクロ
※詳細と空き状況は、市 HP でご確認ください

Youtube Facebook

◦人口 70,173人（－172）
◦男 　34,903人
◦女 　35,270人 
◦世帯29,139世帯（+55）
※（　）前月比

（
4
月
１
日
現
在
）　

人
口
デ
ー
タ

農と食への思いを、未来につなぐ

▲夫婦を慕う多くの仲間が出版記念
イベントを開催

■
こ
れ
か
ら
伝
え
て
い
き
た
い
こ
と

牧
造
さ
ん
：
自
分
た
ち
が
や
り
た
い
よ

う
に
、
夫
婦
で
楽
し
く
農
業
の
魅
力
を

伝
え
て
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
か
が
欠
け

て
い
れ
ば
今
の
二
人
は
な
い
。
朝
市
で

出
会
っ
た
た
く
さ
ん
の
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
事
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
食
と

農
と
人
を
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

あ
け
み
さ
ん
：
活
動
を
と
お
し
て
、
新

た
な
交
流
が
生
ま
れ
、
仲
間
の
輪
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
が
本
当
に
嬉
し
い
で

す
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

若
い
世
代
に
料
理
の
楽
し
さ
を
発
信
し
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
引
き
継
い
で
い
き

た
い
で
す
。

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

あ
け
み
さ
ん
：
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ

る
皆
さ
ん
が
楽
し
そ
う
に
体
験
し
て
く

れ
る
こ
と
が
嬉
し
く
て
、
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

皆
さ
ん
の
笑
顔
が
何
よ
り
の
力
で
す
。

■
出
版
さ
れ
た
レ
シ
ピ
本
に
込
め
ら
れ

た
思
い
は
？

あ
け
み
さ
ん
：
活
動
す
る
う
ち
に
、

私
の
料
理
に
賛
同
す
る
人
が
増
え
て
い

き
、
い
つ
の
間
に
か
イ
ベ
ン
ト
の
た
び

に
手
伝
っ
て
く
れ
る
応
援
隊
が
結
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
応
援
隊
の
皆
さ
ん
の

「
レ
シ
ピ
本
が
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
な
」

と
い
う
声
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
集
ま

っ
て
料
理
を
作
る
こ
と
の
楽
し
さ
、
自

分
た
ち
で
作
る
喜
び
を
感
じ
て
も
ら
え

た
ら
嬉
し
い
で
す
。 田植え体験や味噌づくり体験、大晦日のそば打

ち体験など農業体験のほか、地元食材の料理教
室、朝市やはなもも市など、農と食をつなぐさ
まざまなイベントを企画。毎週土曜日に東坂の
仲間たちと朝市を25年間休まず開催。石窯で焼
いた天然酵母パンや地元食材を使用した料理を
販売。ともに令和３年度市政功労者表彰受賞。

中井 牧造さん（写真右 73 歳・下戸山）

中井 あけみさん（写真左  72 歳・下戸山）

農
業
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
農
業
や

食
の
魅
力
、
大
切
さ
を
伝
え
る
活
動
を

続
け
、
こ
れ
ま
で
栗
東
の
農
業
振
興
に

深
く
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
中
井
夫
婦
。

朝
市
で
は
手
作
り
パ
ン
や
食
材
を
求
め

て
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
で
き
な
い
中
、
何
か
で
き
な
い
か

と
考
え
、
郷
土
料
理
や
家
庭
料
理
を
紹

介
す
る
レ
シ
ピ
本
を
出
版
さ
れ
ま
し

た
。
中
井
夫
婦
の
ま
わ
り
に
は
い
つ
も

た
く
さ
ん
の
人
で
溢
れ
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
原
動
力
は
？

牧
造
さ
ん
：
「
家
族
み
ん
な
で
勉
強

し
、
だ
れ
が
最
初
に
落
ち
こ
ぼ
れ
る
か

競
争
し
よ
う
」
と
い
う
夫
婦
の
話
し
合

い
か
ら
始
ま
り
、
「
楽
し
く
農
業
を
し

た
い
」
と
い
う
2
人
の
思
い
を
大
切
に

▲「成長する子どもたちの姿を見届
けるのも楽しみ」と語る牧造さん

▲「もんぺおばさんの田舎料理帖」
を 3 月に出版

取材の後、中井あけみさんがご逝去されました。心よりお悔やみ申し上げます。

■
発

行
 / 栗

東
市

役
所

■
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w
w
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.jp/
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